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1.は じめ に

出生率の低下 と共 に,子 育てに対す る社会

的関心が高まっているが,そ の中でも父親の

存在について焦点が向けられるようになって

きている。

父親の役割については,従 来より多 くの理

論が提出されている。Freud,S.に 代表される

精神分析理論,Parsons,T.の 父親の道具的機

能(家 族 を社会に関係づける)と 母親の表出

的機能(家 族内の情緒的な支持や調整 を行 う)

の理論,父 親をモデルとして性役割の発達に

寄与す るとする学習理論などであろう。父親

が母子分離を促進する役割があることなども

指摘 されている。

父親論を考える場合には,こ の他に歴史的

背景 なども考慮されなければならないであろ

うが,現 代の実際の生活の中での父親の姿を

離れて論 じることもできないであろう。

筆者は1992年 に父親の調査において,子 ど

もとふれあお うとしている父親たちの姿を報

告 したが,家 庭重視や生活重視の方針が うた

われてはいるものの,実 際にはその方向への

転換はなかなかむずか しいもののようである。

本研究は,こ のような中で父親 たちが どのよ

うに子どもたち と接 しているのか,ど の位子

育てをしているのか,そ れは父親の要因によ

りどう異なるのか,ま た今後どのような方向

に進 もうとしているのか をより明らかにする

ことを目的としている。

調査対象は,首 都圏に住む乳幼児をもつ父

親30名 。父親たちの考 えや行動 をより詳細に

とらえるために,イ ンタビュー調査の方法 を

とった。

調査 日時 は,1992年10月 ～1993年9月 で あ

る。

II.結 果 と考 察

調査対象の父親,母 親の年齢,職 業,子 ど

もの人数などは,表1～ 表4の 通 りである。

祖父母などが一緒である三世代家族は,4世

帯であった。

父親

表1父 親 ・母親の年齢

0

29歳以下 30～34歳 35～39歳 40歳 以上

16.7 36.7 36.7 10.0

母親 0

29歳 以下 30～34歳 35～39歳 40歳以上

26.7 30.0 43.3 0

父親

表2父 親 ・母親の職業

0

会社員 自営業 自由業 その他

76.7 13.3 3.3 6.7

母親 0

専業主婦 フルタイム パートタイム その他

:11 6.7 13.3 0

表3子 どもの人数%

1人 2人

46.7 53.3 平均人数1.53人

表4末 子の年齢 0

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳

16.7 16.7 20.0 6.7 0 16.7 3.3 3.3 6.7
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1.父 親の勤務形態 ・通勤時間と家庭で過 ご

す時間について

父親 たちの職業は,自 営業や自由業などが

含 まれているものの,通 勤場所が自宅外が多

く,昼 間は父親の姿は子 どもの目には直接ふ

れることのない者が93.3%に のぼった。職住

接近で,仕 事 をしている父親の姿を子 どもが

見 ることのできる者は,わ ずかに2名 であっ

た。

通勤時間は表5の ように0分 から2時 間に

わたっている。帰宅時間も,表6の ように夕

方4時 から深夜12時 までと,個 人差が大 きく

なっている。 自営業の父親のように9時 に一

旦帰宅 し,食 事の後 また出かけた り,一 昼夜

勤務や,自 由業で帰宅時間 も不規則な者まで

さまざまであった。

表7は,父 親の帰宅時間別に,家 庭で過ご

す時間の意識について尋ねた結果である。帰

宅時間が早ければ当然家庭 で過ごす時間 も多

く,帰 宅時間が遅ければ家庭での時間も少な

くなる。 しか し,特 に帰宅時間の遅い父親た

ちの意識に差があり,自 分が必ず しも家庭で

過 ごす時間が不十分だとはみなしていないよ

うであった。

表5父 親の通勤時間 0

0分 30分 以 内 30分 ～ 1時 間～
1時 間

30分 ～
2時 問 ～

6.7 23.3 26.7 30.0 10.0 3.3

表6父 親の帰宅時間 0

～5時

3.3

5時 ～

3.3

6時 ～

20.0

7時 ～

23-.3

8時 ～

13.3

9時 ～

10.0

10時 ～

6.6

11時 ～

20,0

(週の中多い方を記入)

表7帰 宅時間×家庭で過 ごす時間についてN

十分
ある

まあ
十分
どちらとも
いえない

すこし
不十分
かなり
不十分

帰

宅

時

間

～7時 6 1 1

7時 ～ 2 6 1 2 1

9時 ～ 1 2 2 2 1

不規則 1 1

2.父 親の子育て参加

父親の子育て参加の程度について,表8の

ように5段 階のスケールで尋ねたところ,参

加 しているとする者が60%,あ まり参加 して

いないとす るものが36.7%で あった。しか し,

インタビューの中で子育て参加の内容 を尋ね

てい くと,実 際に子育てを多 くしている父親

でも 「まだ少ない」 と答える者もあれば,あ

ま りしていな くとも 「まあ参加 している方だ

ろう」 と答える者もあった。子育て参加の意

識 と,実 際面においては若干のズレがあるよ

うであった。

そこで,父 親 自身の回答 と実際の子育てに

ついての内容なども含めて,各 父親の子育て

参加の程度を判断してみた。図1は この結果

と通勤時間,帰 宅時間 とのクロス表である。

表中の◎は子育てに 「大いに参加 している

父親(子 どもの世話 をよくしている父親)」,

△は 「少 し参加 している父親(夜 一緒に入浴

する程度),× は 「全 く参加 していない父親」

である。

一般的には
,通 勤時間も短 く帰宅時間 も早

い父親が,子 育てにも多くかかわっているの

がわかる。そして帰宅時間の遅い父親は,子

育てにはほ とん どかかわっていない結果であ

った。 しかし,そ の他にもさまざまな要件が

見いだされる。

帰宅時間が遅かった り,勤 務 時間が不規則

な父親の中にも,朝 の出勤時間が遅いため午

前中に子 どもの世話 をする者や,不 規則な勤

務時間の合間をぬって子 どもとかかわろうと

す る者 も見 られる。

また母親がフルタイムの共働 きの父親は子

育てに参加 していたが,母 親がパー トタイム

の就労をしている場合には,父 親の子育て参

加において,専 業主婦 との間にあまり差異は

見いだせなかった。

祖父母 と同居の場合には,父 親の帰宅が早

くとも子育て参加はあまりなされていない。
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家庭の中での役割分担がなされているようで

ある。

父親の年齢 と子育てについての関連 も見て

みたが(表9),年 齢の若い父親にやや子育て

をす るものが多い傾 向が見られたものの,大

きな要因 とはなっていないようであった。筆

者は1992年 に,若 い父親ほど子育て参加への

意識が高いことを報告 したが,実 際の子育て

参加 には,年 齢以上に職業や帰宅時間 といっ

た ものが大きくかかわっているもののようで

ある。

インタビュー をした父親の中には,子 ども

とのかかわりにあまり関心のないような者 も

見 られた。 しかし全体的には,で きるだけ子

どもとの関わ りをもとうとする意識を持つ父

親が多いように思われた。

父親論 という一般論 を論 じるには,現 代の

父親たちは,帰 宅時間や通勤時間,家 庭内の

状況などの個人的要因がさまざまに異なって

いる。 ここにも現代の父親論 を論 じる難 しさ

があると思われ るが,子 どもと関わりを持 と

うとしている父親 たちの大 きなハー ドルの一

つが,帰 宅時間の遅さであることは指摘 でき

よう。

表8父 親の子育て参加
0

とても参加 まあ参加
どち ら とも

い えな い

あまり

参加せず

まったく

参加せず

6.7 53.3 3.3 36.7 0

図1父 親の子育て参加と通勤時間 ・帰宅時間

帰 宅 時 間

～7時 7時 ～ 9時 ～(不規則)

通

勤

時

間

～30分
O"OO

Q2)Q3)

O

△△ Q2)X3)

30分 ～
OO

△

◎

△2)△ △ △ X2)

1時 間 ～
Q1)4)X3) △3)△ △

04)Q4)Q

XXXXX

◎一子育てに大いに参加している父親

△一子育てに少し参加 している父親

×一子育てに全 く参加 していない父親

1),共 働 き(母 親 は フル タイ ム)

2),共 働 き(母 親 はパ ー トタイ ム)

3),祖 父母 同居

4),不 規 則 な仕事(自 由業 な ど)

表9父 親の年齢×子育ての参加度
N

30歳未満 30～34歳 35～39歳 40歳以上

子
育
て

大いに参加 1 4 1

少し参加 4 4 7 2

参加せず 3 4
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3.父 親 と遊び

父親 と子どもとの接触の内容ではやは り,

遊びが大 きなウエイ トを占めよう。そこで次

に父親 と子どもとの平 日,休 日における遊び

の様相を見てみたい。

図2,図3は,平 日,休 日における父親 と

の遊びの内容である。これらは父親に語 ちれ

た遊びの内容の複数回答であ り,父 親により

多 くの遊びが語 られる場合や,あ まり遊びの

種類が語られない場合 など個人差も大 きい。

平 日の夕方か ら夜の遊びでは,す もうやふ

ざけっこ,高 い高いなどの体を使 った遊び,

お もちゃやプラモデル,子 どもとのお しゃべ

り,本 を読む,入 浴 しながら遊ぶなどの遊び

が見られた。平 日には 「全 く遊ばない」 と答

7¥たものは30名 中4名 である。

休 日の外での遊びでは,公 園や広場での遊

びや散歩,サ ッカーや野球,ア スレチック,

遊園地や動物園,買 い物,図 書館,ま たカヌ

ーやキャンプなどもあげられた。休 日には,

多 くの父親たちは子 どもと遊んだ り接 した り

しているようである。休 日にも 「全 く遊ばな

い」 と答 えたものは2名 であった。

表10は,休 日に子どもを遊びに外へ連れ出

すことが多いか どうかを5段 階評定で尋ねた

ものであるが,こ の結果を見ている限 り,一

部(13.3%)の 父親 を除いては,休 日は子ど

もとよく遊び接 している父親が多いと言える

のではないだろうか。

しかし,た とえ遊びに連れ出して も,父 親

の子 どもとの遊び方には違いがあるように思

われる。そこで子どもとの遊び方で,一 緒に

遊ぶことが多いか,そ ばで見ていることが多

いかを尋ねてみた(表11)。

53.3%の 父親たちは子どもと一緒に遊んで

いたが,子 どもの遊びを「見ている方が多い」

と答えた者 も8名(26.7%)見 られた。 この

8名 の中には,0歳 の乳児のいる者が2名 お

り,あ やす程度 とい う理由であったが,そ の

図2平 日(夜)に おける父親 と子 どもとの遊び

の内容

(複数回答)

図3休 日における父親と子どもとの遊びの内容

(複数回答)

表io休 日に外へ遊びに連れてい くか 一

%

しょっ中ある 時々 ほとんどない

56.7 30.0 13.3
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他には,前 述 した子育てに全 く参加 していな

い2名 の父親 と,あ まり参加 していない5名

の父親が含 まれていた。

これ らのデータを見るか ぎり,一 緒に遊ぶ

父親か どうか ということは,子 どもと近い位

置にいる父親か どうかをはか る一つの ものさ

しとなるように思われる。プラモデルなどの

ように家の中での遊びが得意な父親であれ,

キャンプやカヌーのようにアウトドアが得意

な父親であれ,や は り子 どもと一緒に何かを

す るとい うことが子育て参加にもつながるよ

うに思われるのである。

そこで次に,子 育ての参加度 と遊びとの関

連 を見てみた。表12を 見ると,父 親のタイプ

を4つ に分けられるように思われる。

①子育てに大いに参加 し,ま た一緒によく

遊ぶタイプ

②子育てにも少 し参加 し,時 々は一緒に遊

ぶタイプ

③子育てにはほとんど参加できないが,休

日にはよく一緒に遊ぶタイプ

④子育てに もほとんど参加せず,一 緒に遊

ぶこともほとんどないタイプ

この中で③のふだんの子育てに参加できな

い父親たちは,帰 宅時間の調整が可能 となれ

ば,も う少 し子育てに も参加 し,子 どもとの

ふれあいも求めてい くタイプであろう。

④のタイプの父親 たちは,自 営業(会 社経

営 も含む)な どで忙しく,ほ とんど家庭にい

られない者,会 社貝であっても帰宅時間が遅

い者などであったが,あ まり子育てに関心が

ないようにも見受けられた。また,「子育ては

母親の仕事」 とはっきりと言い切る父親 もい

た。

この④のタイプに属する父親の事例 をあげ

てみたい。

父親A

帰宅時間が早 いにもかかわらず,夜 は入浴

と一緒にテレビを見る程度,休 日もほとんど

外へ連れ出すこともない。インタビュー中も

子 どもとの具体的な遊びがほとんど出てこな

かった。

父親B

通勤時間が長 く,帰 宅 も遅いため子 どもの

世話はまったくしない,休 日に時々 ドライブ

に行 く程度。子 どもと一緒にいて楽 しいこと

は 「ス トレス解消になること」 と話す。 もし

もう少 し時間的な余裕があったら 「会社の連

中 と遊びに行 きたい」 と話すほど,自 分の関

心の多くが家庭の外に向いているようであっ

た。

表 日 子 どもとの遊び方
0

たいていそば

で見ている

見ている

方が多い
半々

一緒に遊ぶ

ほうが多い

たいてい一

緒に遊ぶ

16.7 10.0 16.7 30.0 23.3

表12子 育 て参加度 と遊びとの関連
(N)

子 育 て 参 加

大いに参加 少し参加 参加せず

遊
び

よく遊ぶ ⑭ 石 ・・33,..
25

^3時々遊ぶ

遊ばない (5

しかしこの他の多 くの父親は,子 どもと遊

ぶことや子 どもと接することに心を配ってい

るようであったが,例 えば遊ぶ場合,困 るこ

とや戸惑いは少なからずあるようである。

表13は,子 どもの遊び場所や子どもの友人

のことで困っていることを尋ねたものである。
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困ることが 「多い ・時々ある」 と答えた26.7

%の 者の回答では,同 年代の子 どもが少ない,

危険な道が多い,特 定の遊ぶ場 しかない,家

が狭いなど現代の社会状況の特徴を示す もの

が多く見 られた。

子 どもとの遊びで戸惑うことの内容 として

は,表14の ように,子 どもが0歳 代の場合に

はコミュニケーションがうまく取れない,何

をしたらいいのかわからない,あ や し方がわ

からないといったものが目立つ。また逆に子

どもが大 きくなると,学 校 でやっている遊び

がわからずついていけない,TVの キャラク

ターなどの女児の遊びについていけないなど

があげられていた。

また 「子どもが 『遊んで』 と言って来た時

にす ぐに応じていいものか,親 が しているこ

とが最優先で,い つ も子どもの思いどお りに

はならないことを教 えた方がいいのか戸惑

う」 といった,迷 いの意見も見 られている。

そして 「自分の父親は子どもと遊んでは く

れなかったので,自 分 も子どもとどう遊んで

いいのかわからない」 という切実な声 もあっ

た。

保育の現場では,最 近の父親は子 どもと遊

べない者が多い という声を聞 くことが多い。

しかし,父 親が子 どもと遊ぶ という姿は今 ま

で経験 したことのないことなのである。

例 えば母親が子育てをする場合に実母の子

育てを参考 とするの と同様に,父 親が子ども

との接 し方で参考 とす るものは,や は り自分

の実父 との体験であろう。しか し,現 在30代,

40代の父親たちの実父が子育てをしていた頃

は,子 どもと遊ぶ という風潮もその余裕 もな

かったはずである。だが,子 どもと遊ぶこと

はなかったとして も,子 どもは父親の忙しく

働 く姿を見ることが多かったであろうし,ま

た家庭の中での父親の役割 も現在より,よ り

明確であったと思われ る。 このように父親の

役割が見えな くなっている今,こ の世代間の

違いを考慮すると,父 親たちが家庭 でゆとり

のある生活を営み,子 どもとの遊びにも,接

し方にも自信 を持てるようになるには,ま だ

まだ世代 を越えるような時間がかか るように

思われるのである。

しか しインタビューの中で,趣 味の豊かな,

遊ぶことの得意な父親たちも存在 してお り,

その父親たちは子 どもとも,趣 味 を通 して遊

んでいた。このような父親たちが今後 も増加

してい くであろうことは十分予想 されるとこ

ろである。

父親論や父親の役割 といった議論 は,今 後

ますます盛んになると思われる。昔の父親像

にとらわれることな く,ま た理想像だけをふ

りか ざすことなく,論 議されていかなければ

ならないであろう。

表13遊 び場所や友人のことで困ること

ある なし

26.7 73.3

・同年代の子どもが少ない

・一人遊びばかりで友人が作れない

・他の子のおもちゃを欲しがる

・友人とのけんか

・女児とばかり遊ぶので大人しくなった

・危険な道が多い

・遊ぶ場所が特定の場所しかない

・家で ドタバタされるのがイヤ

・家が狭い 他

表14子 ど もとの遊びで戸惑うこと

ある なし

33.3 66.7

・小さくてさわるのがこわい

・小さくて何 をしていいのかわからない

・あや し方がわからない

・子どものやりたいことや要求がわからない

・子どもが楽しんでないのではないかと思う

・女児の遊びについていけなくなった

・何かを買いたいと言った時にお金がない時

・学校での遊びがわからない時

・子どもの要求にす ぐ応 じていいのかわからない

・子どもと遊ぶこと自体に慣れていない
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表15は,「子どもと一緒にいて一番楽 しいこ

と」をあげて もらった ものである。子 どもと

一緒にいること,笑 顔を見 ること,成 長 を感

じられ ることなどがあげられている。

自分がいとしみ,ま た自分 を慕 う者がそば

にいること,人 の成長 を目の当たりにするこ

との喜びや意義は,父 親において ももっと強

調されてよいように思われる。子 どもが成長

す るに従 い,戸 惑いや悩みも多くなることも

あろうが,本 質的には同じであろう。それに

してもやは りもう少 し,時 間的な余裕が欲 し

いところである。

表15子 ど もと一緒にいて一番楽 しいこと

(N)

・子 どもの笑顔や喜ぶ顔を見る時(9)

・一 緒にいた り遊 んだ りする時(7)

・成 長を感 じる時(5)

・素 直に反応 して くれる(2)

・抱 っこやスキンシップ(2)

・自分 を一番好 きと言って くれる時(1)

・一 つの物 を一緒に作 り上げた時(1)

・良 いことをした時(1)

・自分のいやな性格が消 えている時(1)

・大 人には信 じられないし ぐさをした時(1)

・ス トレス解消になる(1)

4.ま とめ

現代の子どもにとっての父親を考 えるにあ

たり,父 親たちの考 えや行動をより詳細にと

らえるために,イ ンタビュー調査 を行 った。

調査対象 は,首 都圏に住む乳幼児を持つ父親

30名 である。

父親の職業 を見ると,職 住接近の者はわず

かに2名 であ り,そ の他は自宅外へ通勤す る

者であった。通勤時間は,0分 から2時 間ま

でに幅広 くわたっている。帰宅時間 も個人差

が大 きく,夕 方4時 か ら深夜12時 までとなっ

ていた。夕食後また出かけた り,一 昼夜勤務

の者や,勤 務時間が不規則な者もいた。

家庭で過ごす時間に対す る意識は,必 ず し

も帰宅時間の遅い父親が,自 分が家庭で過 ご

す時間が少ないとは認識 していないようであ

った。

父親の子育て参加を尋ねると,参 加の程度

に対する意識と,実 際の状況 とは必ずしも一

致していなかったので,父 親の回答 と子育て

の内容か ら,父 親の子育て参加を判断してみ

た。

一般的には通勤時間も短 く,帰 宅時間 も早

い父親が子育てにも多 く参加 していたが,不

規則な通勤時間の合間をぬって,子 どもとか

かわっている者 も見られた。祖父母 と同居の

父親は帰宅時間が早 くとも,子 育てにはあま

りかかわっていない傾 向が見 られた。

子 どもとの遊びを尋ねた結果では,少 数の

父親 を除いて,よ く遊ぼ うとしている父親の

姿が見られた。

また子 どもの遊びを見ているだけの者より

は,一 緒に遊ぶ者の方が,子 育てにも参加す

るような子どもと近い存在の父親のように思

われた。

子育てと遊び との関連では,父 親 を

①子育ても遊び もよくするタイプ

②子育ても少し参加 し,時 々は一緒に遊ぶ と

いうタイプ

③子育てにはほ とんど参加 できないが,休 日

にはよく一緒に遊んでいるタイプ

④子育ても遊びもほとんどしないタイプ

の4つ に分け られるようであった。このうち,

③のタイプの父親たちは,帰 宅時間の調整が

可能 となれば,も っと子どもとかかわってい

く父親であると思われた。

子どもと遊ぶ場合に,困 ったことや戸惑 い

も感 じられてお り,同 年代の子どもが少ない,

特定の遊び場 しかない,危 険な道が多いなど

現代の社会状況の特徴をよ く表していた。

また,乳 児との遊び方がわからない,女 児
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の遊びについていけない,小 学校の遊びがわ

か らない,子 どもと遊ぶことに慣れておらず,

どう遊んだらいいのかわからないといった戸

惑いも多い。

父親たちが 自分の子育てを考える場合には,

実父の影響が大 きいことを考 えると,世 代の

感覚が大 きく変化 した今,ゆ とりのある家庭

生活を営み,子 どもとの遊びにも接 し方に も

自信を持てるようになるためには,も う少 し

時間がかかるように思われる。

また,子 どもと一緒にいてm楽 しいこと

は という問いに対 しては,一 緒にいること,

笑顔 を見 ること,成 長 を感 じることなどがあ

げられていた。

父親論や父親の役割に対する議論は,今 後

ますます盛んになると思われるが,昔 の父親

像や理想、像 といったものにとらわれることな

く,論 議されていかなければならないであろ

う。その場合 にも,左 記の父親たちの意見に

あるように,ま ずは子 どもと一緒にいること

や子 どもの成長を目のあた りにすることの喜

びや意義 といったものも,父 親において もも

っと強調 されていいと思われる。
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